
  

 

  
 

利用者の印象に基づく音楽レコメンドサービス 

－適切な印象語を得るためのユーザインタフェースの考察－ 
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概要：近年，音楽配信サービスが普及し，インターネット上には数百万曲以上の楽曲が配信され，また新曲も多数発
表されている．一方で，音楽は単なる趣味に留まらず，音楽療法からショッピングセンターの背景まで生活の中で様々
に利用されている．多数の楽曲を利用されるシーンに併せて適切に選ぶことは難しい．そこで，音楽の利用に合せた
音楽推薦手法が期待されている．本研究では、新しい技術を使いにくい後期高齢者を対象とした音楽推薦手法として、
感情空間上にマッピングされた音楽ＤＢを用い、対話型ロボット、エージェントなどを通じて得られるその場の雰囲

気やユーザの感情に適切な音楽推薦の新たな方式について検討し、後期高齢者から適切な印象語（感情語）を得られ
る仕組みについて考察する． 
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1. はじめに 

近年，音楽配信サービスが普及し，インターネット上に

は数百万曲以上の楽曲が配信され，また新曲も多数発表さ

れている．一方で，音楽は単なる趣味に留まらず，音楽療

法からショッピングセンターの背景まで生活の中で様々に

利用されている．多数の楽曲を利用されるシーンに併せて

適切に選ぶことは難しい．そこで，音楽の利用に合せた音

楽推薦手法が期待されている． 

また、一人暮らしの後期高齢者や幼い子供などインター

ネットの利用は難しいユーザを対象に，介護ロボット、ス

マートスピーカーなどを用いた簡易な対話サービスを通じ、

その時々のユーザの気分（印象）に合せ、ゲーム、動画や

簡単な運動推薦等のサービスが検討され始めている． 

すでに、我々は感情空間上にマッピングされた音楽 DB

と印象語の関係について、アンケート調査による印象語と

楽曲の位置が適切であることを確認している[5]。この結果

を利用し、現在、我々は特定から利用したいシーン，気分

に合せた音楽推薦を行うシステムの構築を目指している。

特に、新しい技術を使いにくい後期高齢者を対象とした音 

楽推薦については、今後の高齢化社会において重要なサー

ビスとして期待されている。一方で，後期高齢者や幼児な 

 

 

 

 

ど電子機器を使いなれていないユーザに対しては、ユーザ

インタフェースの工夫が必要となる．スマートスピーカや

対話型介護ロボットが家庭内で普及し始めている現在，対

話を楽しみながらその場の雰囲気に合せた，あるいは，気

分に合せた印象語を得る環境が整ってきている．そこで，

対話型介護ロボットなどにおける短い対話の中から，適切

な印象語を抽出し，それを利用することを検討したい．ま

ずは、後期高齢者等のユーザに特有な音楽推薦シーンを検

討し、既存の対話型エージェントを基に，感情空間上にマ

ッピングされた音楽ＤＢを検索するための印象語の獲得お

よび利用時の範囲等を検討する．さらに，少ない対話でえ

られる印象語に加え，得られた印象語をより詳細な範囲に

限定するための音楽推薦に特有の情報と何か等について考

察を行う． 

本稿は、２節にて従来の感情空間にマッピングされた音

楽ＤＢおよび印象語、感情空間上の位置の適切さについて、

従来の研究成果をまとめるとともに、介護ロボットの現状

について述べる．３にて、後期高齢者に向けた音楽推薦サ

ービス「元気フクロウ」の概要について紹介し、４節「元

気フクロウ」の DB 概要で音楽推薦に利用するデータの管

理について紹介し、５節にて音楽推薦の流れとデータの関

係について詳述し、６節で本稿のまとめを述べる． 

2. 感情空間と音楽データベース 

Russell らは Arousal と Valence の 2 次元によって感情を

表すArousal-Valence(AV)空間を提案した．ArousalとValence
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はそれぞれ[-1，1]の実数を取る．Arousal は-1 に近づくにつ

れて落ち着いた(calm)感情を表し，+1 に近づくにつれて興

奮した(excite)感情を表す．Valence も同様に-1 に近づくに

つれて，ネガティブな感情を表し，+1 に近づくにつれてポ

ジティブな感情を表す． 

図 1 では，印象語が AV 空間上にプロットされている例

を示す．AV 空間上にプロットされる各印象語の座標はユ

ーザスタディの結果によるものであり，原点からの角度が

感情の意味合い，長さが感情の強さを意味する． 

 

図 1 AV 空間 

 

2.1音楽データベース 

音楽と感情空間の位置などについては、従来から楽曲の

内容を利用する検討がなされてきている．しかし、楽曲数

には限界があり、多くて数百程度の曲による検討が行われ

ているだけである．しかしながら、音楽配信サービスなど

では１００万曲におよぶ楽曲が提供されている．そこで，

Spotifyが提供する音楽の定量的評価値（Arousal, Valence等）

を利用し，印象語（楽しい，悲しい等）等の感情空間と音

楽の関係について詳細に検討を行っている．[3, 5]  

Spotify は数十万曲の楽曲を提供しているが，全ての音楽

を調べることには限界がある. そこで，図 2 に示す通り、

研究[5]では中国語及び日本語の曲を十曲選び，Spotify が提

供する音楽データの数値により感情空間上にマッピングを

行った． 

中国語の曲については，合計 37 人の中国人（28 人）と

日本人（9 人）からアンケートの回答が得られた． 

日本語の曲については，合計 35 人の中国人（23 人）と

日本人（12 人）からアンケートの回答が得られた． 

この結果を用い，該当する楽曲と感情空間に対応する印

象語と位置の適切さについて尋ねた． 

表１と表２は選択した曲と A V 空間に対応する印象語

である。 

 

図 2 感情空間上の中国と日本曲の位置 

 

表 1 選択した中国曲と対応する印象語  

 

 

表 2 選択した日本曲と対応する印象語 
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図 3 中国語の十曲合計の位置の適切さ 

 

 

図 4 中国語の十曲合計の印象語の適切さ 

 

中国語と日本語の各 10 曲の回答を合計した結果による

と，中国語の曲に関して，76.4%以上の人が，曲が感情空間

上の位置が「合っている」または「やや合っている」と答

えた（図 3）．また，62.2%の人が，曲とそれに対応する印

象語とは「合っている」または「やや合っている」と答え

た（図 4）． 

 

図 5 日本語の十曲合計の位置の適切さ 

 

図 6 日本語の十曲合計の印象語の適切さ 

 

日本語の曲に関しては，69.1%以上の人が，曲が感情空間

に散布している位置が「合っている」または「やや合って

いる」と答えた(図 5)．また，63.7%の人が，曲とそれに対

応する印象語とは「合っている」または「やや合っている」

と答えた(図 6)． 

アンケートの結果に基づき，感情空間における楽曲の位

置及び印象語に関しての考察を行い，Spotify が提供する

Energy と Valence の値を用いた感情空間上の位置として適

切であることを確認した． 

 

2.2見守り対話型ロボットと音楽配信サービス 

例えばドコモ A I エージェント A P I [6]を利用したオー

トバックスセブン株式会社が発売した見守り A I ロボット

ズックはお年寄りと日常会話ができる。それを通じて、対

話の内容や、お年寄りの安否、体調をもらえる。しかしな

がら、後期高齢者向けの対話型ロボット、エージェントと

ユーザに適した音楽推薦をあわせたサービスはまだ無い。 
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また、音楽配信サービスそのものやスマートスピーカー

では、電子機器を使いこなせる能動的な音楽検索は可能で

も、対話などの情報からその場に適切な音楽推薦を行うサ

ービスなどは実現されていない． 

3. 利用者の印象に基づく音楽レコメンドサービ

ス：元気フクロウ 

 2 節で述べたように後期高齢者向けの対話型ロボット、

エージェント等のサービス、あるいは、大規模音楽配信サ

ービスが運用されているなか，この二つを融合し，ユーザ

の雰囲気や嗜好にあわせ、現在配信されている音楽の中か

ら適切な音楽推薦を行う研究はない．我々は電子機器の操

作に不慣れな後期高齢者に向けて、対話による状況把握と

ユーザの嗜好に合わせた音楽推薦として感情空間にマッピ

ングされた音楽 DB を用い、より適切な音楽を提示するこ

とを目指している． 

 

3.1サービスの概要 

サービスは個人の嗜好を反映するために，対話中に現れ

る音楽への好みなどを収集し，気分を表す印象語に加え，

個人の趣味を反映することで，適切な音楽の推薦を行う。 

図７に「元気フクロウ」のシステム構成図を示す。 

図にあるように，「対話エージェント機能」を持ったロボ

ットなどを通して、後期高齢者との対話を進める．その中

で、「さびしい」「楽しい」などの気分を表す印象語を得る

と共に、「どんな音楽が好きですか」などの会話を投げかけ

ることで、適切な音楽の推薦に向けたユーザの嗜好、好き

な音楽の年代などの情報収集の工夫も検討している． 

「元気フクロウ」の中核となる音楽推薦システムの機能

は主に、もらった対話履歴でユーザの好みの更新と対応、 

 

対話で得られる感情語でユーザ今の感情推定、ユーザの情

報 DB で得られるユーザの好みと対話で得られるユーザ今

の気分の推定、ユーザ今の気分を利用して D B から候補曲

の検索、一番推薦曲の選出、推薦候補曲の選出、推薦精度

の評価である。 

音楽 DB は感情空間へのマッピングとして[3]で提案され

た Spotify の数値を利用すると共に、ユーザ嗜好を反映させ

るための特徴量もあわせて保持する。詳しくは次の４節に

て説明する．また、ユーザ DB ではユーザの好きな曲のジ

ャンル、歌手などの嗜好を保持する。 

さらに、これらの推薦を通じて実際に聞かれた曲、ある

いは、聞いた曲の感想などの結果をユーザ DB として蓄積

する． 

元気フクロウは 2.2 で紹介した対話型ロボットやスマー

トスピーカーサービスなどを利用して、実際の音楽データ

と合わせて、お年寄りが簡単に好きな音楽を楽しめ、より

幸せな生活を送れることを目指している。 

 

3.2対話から得られる印象語 

一人家にいるお年寄りを対象に、ロボットとの会話のな

かから印象語を取り出す。例えば、「寂しいね。娘と話した

い」から「寂しい」という印象語を取る。「さっきさしぶり

の友たちと話した。楽しかった！」の話から、「楽しい」と

の印象語を取り出す。似たようなシーンの対話から、印象

語を取り出す。[7] 

 

3.3音楽推薦の流れ 

 音楽推薦を行うための音楽 DB などの設計を行うために、

以下のような利用パターンを検討した． 

 

図７ 音楽推薦システム「元気ふくろう」の構成図 
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3.3.1 具体的な曲や具体的な言葉が指示されている時 

 「空の曲を放送して」などとの具体的な曲名，歌手，場

所などが想定される場合について考える． 

このような場合は、ユーザ DB を参照し、従来から好ん

で聞く曲などの傾向を合わせて推薦を行う。 

入力としては、『空』が、大体二つのパターンに分ける。 

① 「空を聴きたい」 

この場合、空は曲名、番組、歌手の名前の可能性が高い。 

② 「空の曲を聴きたい」 

この場合、「空」は番組名、歌手の名前の可能性、あるい

は空をイメージした曲などの可能性が考えられる。 

このパターンに分けて、ユーザが望んでいる音楽として

可能性の高いものの推薦をめざす． 

まずユーザ情報 D B から、①で想定される曲、歌手等の

関連する音楽からまず検索し、候補曲のなかから、Top result

を提示する．そこで複数の候補曲がある場合には，例えば，

「すりいの空中分解ですか？」と、ユーザに質問する．ユ

ーザから肯定的な回答が得られた場合には，該当する曲を

流す。また、ユーザ情報 DB の嗜好情報として「空」とい

う単語や流した曲、現在の対話から判断される雰囲気（ 

明るい、楽しい、気分よい、寂しい等）をフィードバック

する。 

否定的な回答がかえってきた場合、候補曲の中から、ラ

ンクの高い、つまり、ユーザが好きという可能性が高い曲

や関連する内容（番組か、歌手か）を選択し、ロボットは

ユーザに「すみません。歌手の空ですか？曲名は空ですか？」

など、候補を絞ると質問する。 

この場合、お年寄りが好きな可能性が高い条件も限定し

て検索することも可能である。 

ユーザの嗜好として、８０年代に流行した歌手や、曲と

番組から検索し、人気度などの順位も利用可能である。 

対話を通じて、「空」がユーザにとって具体的に何をさす

のかが確認できれば、さらに詳細な検索を行う．  

① アーティスト（歌手や作曲家）に当たる場合、音楽 D 

B からアーティストで検索する。いくつかの候補を

示し、曲を選んでもらった後に順番に流す。同時に、

曲の人気度とユーザ情報 D B とも合わせてユーザが

聴きたい曲を推測してみる。 

② 曲名に当たる場合は、①と同様に，人気度とユーザ

の好み D B と合わせて、それでもらった順位の一番

の曲をひとつ流す。 

③ その他の場合：「空」が番組を意味する場合もある。。

お年寄りはあまりアルバムを聞かない可能性もある

ので、音楽 D B およびユーザ情報 DB の設計では、

ユーザの嗜好として，単一の曲なのか，アルバムな

のか，番組に該当するのかを検討している。 

推薦した後、曲が終わった時点で、フィードバックをも

らうために、ロボットがユーザに「この歌手が好きですか」

また「この曲が好きですか」と対話を再び開始する。その

結果を音楽推薦の適切さの評価と共に、ユーザ情報 D B の

更新に利用する。 

また，曲を流している途中に、ユーザから「曲を変えて」

などの指示が出たときは、今もうこの曲を聴きたくないと

判断し、ユーザ情報 DB にフィードバックにする。 

 

3.3.2 具体的な指示がない時 

 ユーザの気分とその時の雰囲気の推測に基づき、システ

ムからユーザに「曲を聞かないの」のような話をかけ、歌

を聴くことを勧めることが出来る．この場合、すでに対話

の中で得られた感情語を用い、その感情語に合わせた楽曲

の推薦を検討する． 

 雰囲気にあわせた楽曲の推薦は印象語（感情語）を用い

ることで，感情空間上にマッピングされた音楽 DB から推

薦することが可能である．本研究では、音楽推薦の手法に

ついて検討を行っているため、対話から得られる雰囲気、

感情についてはすでに得られていると仮定している．そこ

で，対話から想定される雰囲気が、明るい感じ（幸せ、う

れしい、明るい等）なら、明るい曲を推薦する。元気がな

い曲なら、元気が出る曲を推薦する。会話が少ない場合に

は、静かな曲を推薦したり、イライラしたり、怒っている

感じでなら、穏やかな曲を推薦することを検討している。 

 この場合は、雰囲気あるいは感情しか分からないため、

具体的な検索は行わず、感情空間上の音楽ＤＢを感情語の

位置から検索することとなる。 

① 入力としては、感情語、ユーザが好きな曲のジャン

ルと好きな曲の年代である。 

② 出力としては、感情空間上の座標位置にそのまま該

当する曲がない場合もあり、また、その感情語に適

した曲は座標位置近くに多くあると考えられる。そ

こで，座標を中心とした適切な距離の中にある複数

の曲を候補として抽出する。 

③ 候補曲の中から、ユーザの嗜好にあった適切な曲を

取り出す。このとき、曲のジャンルと発表された日

も考慮する 

 

3.3.3 その他の場合 

ユーザが「いい曲を放送して」と指示した場合には、従

来のユーザ嗜好と似た曲を、3.3.1 と 3.3.2 の流れにあわせ

て候補曲を検索し、感情語を利用しながら、ユーザ情報 D 

B の情報も合わせて推薦する。 

この場合の結果は、ユーザのよく聴く音楽のジャンルや、

歌手、曲の年代など、ユーザの特定の属性を利用して曲を

推薦できる。 
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4. 元気フクロウの D Bの構成 

元気フクロウの D B 構成を図８に示す。 

 

4.1 ユーザ嗜好 DB 

ユーザの嗜好などを対話から取り出すための機能が必

要であるため、スキーマ設計のときに、ユーザの好みを表

現することを主な目的として、前述の曲推薦事例に基づき、

音楽推薦検索に必要な属性を選択した。 

3.3 に音楽を推薦する三つの流れをよりスムーズに検索

するために、ユーザが好きなものをデータスキーマの中心

とした。その右に相応なユーザが好きな歌手、歌、テレビ

番組、アルバムを右に接続する形にする。 

 

4.2 音楽 DB 

Spotify から得られた音楽情報の中で、ユーザの好みを表

現することを主な目的として、推薦する音楽の検索に必要

な属性を選択した。 

それぞれは、まず曲の特徴量：valence, energy, tempo であ

る。 

valence と energy は先行研究に感情空間の座標を特定す

る時に使った。 

tempo は今回 valence と一緒に、曲の感情がプラスかマイ

ナスかを区別するのに使う予定である。 

これらの曲の特徴量は Spotify のデータの中で、曲ごとに

AudioFeatures という特徴量のデータが曲に関連するので、

Track というテーブルごとに右に AudioFeatures という特徴 

 

量を関連する。 

  そして、推薦曲の順番を確定する時に Spotify の人気度の 

データも使うので、アルバムとアーティストと曲の人気度 

を表す popularity を選択した。 

その後、特定の人たちに好きな曲を推薦したいため、曲

のジャンルを表す genres を選択し、特定の人たちが好きな

音楽のジャンルで曲を特定できる。 

最後に、release_date も使って、特定の人たちが好きな音

楽の特定の年代で曲を特定できる。 

一方では、ユーザの好みに合わせる音楽推薦システムの

機能を実現するには、他のデータも記録する必要があるの

で、playback_time というデータを追加して歌が聞かれる総

回数を記録する。同じように、last_seven_days_pt というデ

ータを追加して歌が過去七日間に聞かれる総回数を記録す

る。 

また、お年寄りが曲を聞いているときは、アルバム別で

曲を聴くことより、音楽番組ごとに曲を聞くことが多いと

考えられるので、アルバムと同じように、Programs という

データテーブルも追加した。 

5. 音楽 D Bを用いた推薦処理 

音楽推薦するシステム元気フクロウが曲を推薦するこ

とによく使われている Spotify A P I からもらったデータは

五つある：valence, energy, genres, release_date, popularity, 

tempo. （ジャンル、発表された日、人気度、テンポ）表 3

の中に赤い字で表記している。 

図 8 音楽推薦システムの DB構成 
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音楽 D B を用いた推薦処理の流れは、3 にも紹介した通

り、図７音楽推薦システム「元気ふくろう」の構成図の流

れと同じように、ロボットとの対話を入力し、会話の内容

でユーザが具体的な欲しいものを判断できない場合、付加

情報のために会話を追加する。 

そして、対話履歴を対話情報ログに記録して、そこ内容

から感情語を取り出して音楽システムに提出し、ユーザ情

報 D B のユーザが好みの歌手、曲、音楽番組の情報と対応

して、その後に可能な結果を音楽システムに提出し、ユー

ザの好みの情報も更新する。 

音楽システムは印象語とユーザ情報 D B からユーザが好

きな可能性があるものをもらって、ユーザが欲しい曲の特

徴量を推定し、それを利用してユーザ好み D B にない曲を

Spotify の音楽 D B の中で曲を検索する。 

そして、Spotify DB は推薦対象になる曲を音楽推薦シス

テムに提出しする。 

その後、音楽推薦システムは全ての推薦曲の中から、一

番推薦する曲を選出し、推薦候補曲も複数選出し、ユーザ

に曲を提出する。 

最後に、ユーザは推薦してもらった曲が好きかないかを

音楽推薦システムにフィードバックして、音楽推薦システ

ムをオプティマイズする。 

それぞれのデータについて、もらった感情語と雰囲気を

valence, energy に変換して、A V 空間に射影し、その近いと

ころに対応する曲を探せる。 

genres を使ってユーザーが好きな曲のジャンルを中心に

検索できる。 

release_date を使って、特定のユーザーがよく好きな年代

の曲を特定して、もっと適切な曲を検索できる。 

tempo を使って、valence を補助して曲の感情はプラスか

マイナスかに利用する。 

 

6. まとめ 

感情空間上にマッピングされた音楽 DB を用いることで，

電子機器などに不慣れな後期高齢者に向けた音楽推薦サー

ビス「元気フクロウ」の提案を行った。印象語に合った音

楽推薦サービスの研究は行われているが、従来の研究では

多数の楽曲を用いた事例はない。 

本稿では多数の音楽を配信している Spotify のデータを

基に、感情空間上にマッピングした音楽 DB を構築し、そ

の上で後期高齢者に向けた音楽推薦サービスシステムの構

築を目指した。 

多種多様な音楽の中からユーザの嗜好に合わせた音楽、

そのときの感情に合わせた音楽を推薦するために、音楽

DB の構成を検討するとともに、どのようなインタフェー

スを用いれば、より適切な推薦音楽候補を選べるかについ

て、その手法を検討した。 

今後は、システムの実装、DB の構築を進めるとともに、

気分（印象語）に関わる入力方法を容易かつ自然に行う手

法について検討したい。 

「楽しい音楽を聞きたい」，「誰々の曲を聴きたい」など

の簡単な会話をもとに，お年寄りが容易に好きな音楽を視

聴できることをめざしたい． 
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